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鳴門教育大学授業実践研究
－学部・大学院の授業改善をめざして－
第１７号　２０１８
１．問題意識
　２０１２年８月の中央教育審議会答申「新たな未来を築く
ための大学教育の質的転換に向けて」において，「従来の
ような知識の伝達・注入を中心とした授業から，教員と
学生が意思疎通を図りつつ，一緒になって切磋琢磨し，
相互に刺激を与えながら知的に成長する場を作り，学生
が主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修
（アクティブ・ラーニング）への転換が必要である」と
明記された１）。これを受けて各大学では，大学の授業で
のアクティブ・ラーニングの実現に向けて，大学全体の
カリキュラム・マネジメントの改善が進められている。
また２０１５年に，中央教育審議会において文部科学大臣
が学習指導要領改訂について諮問した際に「アクティブ・
ラーニング」という言葉が使用された。それ以降，アク
ティブ・ラーニングという言葉をめぐって様々な議論が
展開され，多くの書物が出版されている２）。本学におい
ても，２０１６年よりアクティブ・ラーニングに関する議
論が進められ，２０１６年のFDのテーマは「アクティブ・
ラーニングのための対話型・参加型授業方法」とされた。
さらに２０１７年度には講義・演習・実験科目等科目の種
別に関わらず，大学の全ての授業においてアクティブ・
ラーニングを実現できるよう，全学的な授業方法の転換
を行い，その内容はシラバスや授業評価にも反映される
こととなった３）。
　ところで，アクティブ・ラーニングとは，何だろうか。文
部科学省の定義によると，「教員による一方向的な講義形
式の教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加を
取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修
することによって，認知的，倫理的，社会的能力，教養，
知識，経験を含めた汎用的能力の育成を図る。発見学習，
問題解決学習，体験学習，調査学習等が含まれるが，教
室内でのグループ・ディスカッション，ディベート，グ
ループ・ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方
法である」４）とされている。一見すると，大学の講義に
おける学習活動の外形や手法（発見学習，問題解決学習，
体験学習，調査学習，グループ・ディスカッション，ディ
ベート，グループ・ワーク）が目に付くが，アクティブ・
ラーニングの本質は，「主体的・対話的で深い学び」５）を
実現する視点にあり，学生の主体的な学修を促す質の高
い学士課程教育を進めることにある。そして何よりも主
体的な学修の体験を重ねることが，生涯学び続ける力の
修得につながると考えられている。この点においては，
質の高い教育実践（保育実践）には，教師（保育者）の
学び続ける姿勢が不可欠であり，学び続ける教員養成を
目指す本学の授業において，アクティブ・ラーニングを
展開することは必須といえる。
　またアクティブ・ラーニングは学士課程教育のみなら
ず，平成３２年度から実施される新しい学習指導要領の中
でも，主体的・対話的で深い学びとしてアクティブ・ラー
ニングの視点からの授業改善が大きなポイントの一つと
考えられている６）。ティーチングではなくラーニング，
すなわち学習者の「主体的・対話的で深い学び」を引き
出す工夫が求められる。それは，子どもたちの発達の段
階，学習の課題，内容，それに即して身に付けるべき資質・
能力などによって異なってくる。書く・話す・発表する，あ
るいはグループワーク・プレゼンテーションなどの活動
を授業デザインに組み込むこと自体が目的化されている
わけではなく，対話，グループ学習，討論といった学習
活動の外形ではなく，授業において子どもたちがアク
ティブ・ラーナー（Active Learner）になっているかど
うかが重要であるという７）。特定の指導方法やマニュア
ルとして示せるものではなく，グループワークや討論を
やっていれば，それでよいということでもない。授業に
おけるグループワークが，子どもたちの資質・能力を育
てるための，さらには個を育てるための協働となってい
るのかが重要であり，そのためには，教育関係者自らも，
アクティブ・ラーナーであることが求められる８）。
　このように教育界ではアクティブ・ラーニングという
新しいキー概念が示され，実際的な活用についての検討
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「相談援助」の授業におけるアクティブ・ラーニングの展開
－－学生の主体的な学びを促す授業改善を目指して－－
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が始まっている９）。そこで本研究では，アクティブ・ラー
ニングによる授業改善を目指した初年度の授業を振り返
り，学生の主体的な学びを促す授業改善のために，必要
な議論を整理することを目的とする。
２．本報の目的
　本報は，指定保育士養成施設の指定及び運営の基準に
おいて規定されている【保育の本質・目的に関する科目】
「相談援助」（演習１単位）の科目について，異なる大学
で授業を開講する２名の教員のアクティブ・ラーニング
の展開を，様々な観点からディスカッションし，学生の
主体的な学びを促す授業改善に向けた方策を検討するこ
とにある。
３．方法
　異なる大学で同一科目を担当する２名の教員のアク
ティブ・ラーニングの展開を，様々な観点からディスカッ
ションする。対象となった授業の概要及びディスカッ
ションの観点は次の通りである。
⑴　対象とした授業の概要
　２名の教員が実施した「相談援助」（２０１６）の授業の
履修等概要は以下の通りである。
　教員A：地方・私立大学・学部３年生を対象とした授
業である。授業担当者は非常勤講師として集
中講義で，３日間で実施した。受講者は３６名
であった。教員Aの大学における教育歴は２
年である。
　教員B：地方・国立大学・学部１年生を対象とした授
業である。授業担当者は専任教員として後期
の通常授業として実施した。受講者は５名で
あった。教員Bの大学における教育歴は１１
年である。
⑵　ディスカッションの焦点　
　ディスカッションの焦点を次の７つとした。①授業の
概要，②授業の中で扱った知識・技能に関する内容，③学
生が授業等を通して理解した内容・知識を活用し，思考
力・判断力・表現力等を育成するための内容とそれを促
すための授業の工夫，④今後の人生や保育の場で活かす
ことのできる学びとして，学生の中に定着させるための
工夫，⑤学修の評価，⑥授業評価及び今後の課題，であ
る。①授業の概要については，使用しているシラバスを
中心に検討した。②〜⑥については，ディスカッション
シートに個別に記入し，シートをもとにディスカッショ
ンした。
　作成したディスカッションシートの内容は次の通りで
ある。
４．結果
⑴　授業の概要
　授業の概要は，シラバスを基に検討した。いずれの教
員も指定保育士養成施設の指定及び運営の基準において
規定されているシラバスを基本に作成しているため，授
業の「到達目標」に差はなかった。しかし授業計画にお
いては，計画の大筋では大差はないが，相談援助におけ
る事例研究では，教員Aは現職の保育士としての２０年
のキャリアから保育所現場での保護者支援の実際を演習
内容としている。一方，教員Bの相談援助における事例
研究は，児童福祉の公的機関における相談援助の臨床経
験と大学で実施している子育て支援活動をもとに，保育
施設等と地域の関係機関との協働や連携を含む演習内容
としている。また教員Bのシラバスでは，授業のねらい
や目標以外に，学生の学修課題が設定されている。 
ディスカッションシート
◎授業は，シラバスに記載した内容を中心に行われたと思
いますが，特に，知識や技能面で，力を入れて教えた内
容を教えてください。
　さらに，どうしてその内容に力を入れようと思ったのか，
理由があれば教えてください。
◎授業によって得た知識や技能を活用して，さらに学生自
身が思考や判断したり，表現したりできるように，授業
の中で取り入れた工夫は何かありますか。
　授業の中で取り入れた工夫は，学生の思考力・判断力・
表現力の育成に役立ったと実感していますか。またその
実感する根拠があれば教えてください。
　逆に，学生の思考力・判断力・表現力の育成という観点
から，授業の中で取り入れた工夫における今後の課題や
問題点があれば，教えてください。
◎上記とも重なるかもしれませんが，学生が今後の人生や
保育の場で活かすことのできる学びや知恵として，本授
業の内容を定着させるために，授業の中で行った工夫に
ついて教えてください。
◎アクティブ・ラーニングを授業の中で展開させていくた
めに，あなたの「相談援助」の授業における課題は何で
しょうか。
　　　　「アクティブ・ラーニング」とは何か。
　　　学生が，自分で興味・関心を持って主体的に学ぶこ
と。また，他の人々との対話などを通して知恵や発
想等を豊かにすること。さらに，知識や技能を組み
合わせ，自分の見方や考え方を広げ，明らかにし，
実地に使えるようにしていくこと，そしてそこから
より深い理解へ，新しい課題の発見や学びへとつな
げていくこと，これら相互の密接な関連性，などの
議論である。
－１１－
「相談援助」の授業におけるアクティブ・ラーニングの展開　－－学生の主体的な学びを促す授業改善を目指して－－
⑵　授業の中で扱った知識・技能に関する内容
　いずれの教員も授業は，シラバスに記載した内容を中
心に行っている。しかし特に，知識や技能面で，力を入
れて教えた内容としては，教員Aは保育士及び幼稚園教
員として活用できる基本的な技能として，「報告・連絡・
相談」や「気づく感性」の育成に力を入れたという。一
方教員Bは，相談援助を担う援助者の根幹を形成する価
値・倫理観「人間観」「援助観」の形成に力を入れ，なぜ
誰かを援助するのか，どのように援助の対象者と対面す
るのかという基本的姿勢を各々の学生が実感できるよう
心がけた。
⑶　授業等を通して理解した内容・知識を活用し思考力・
判断力・表現力等を育成するための内容と工夫
　いずれの教員も，授業では基本的な知識に加え，実際
の相談援助場面を例示しながら，具体的な場面で必要な
知識や技術を扱った。そして授業で得た内容や知識を活
用し，学生が自分で考えたことを発表する中で，人に伝
え，聞いてもらい，受け止めてもらう経験を重要視した。
とりわけ教員Aは，３６名の受講者に対し，与えたテー
マや課題によって，自分（１人）で考える，隣の席の学
生（２人）と考える，グループ（６人）で考える，全体
（３６人）で考える，ことを効果的に取り入れていた。そ
の際グループ・ディスカッションだけでなく，グループ
で相談し学んだことをロールプレイ，ポスターなど様々
なプレゼンテーション形式で発表する機会を設けた。そ
れは発表の中で他の学生からの様々な意見や反応をもら
い，それを受け止め，受け止めたことを次に生かすプロ
セスを経験して，人に伝える，人を認める，自分を認め
てもらうなど互いの関係性を深め，育てるための工夫で
あった。一方受講生が５名である教員Bの授業では，与
えたテーマや課題に対して，まずは自分（１人）で考え，そ
れを全体（５人）で共有し，学生の表現や発言に他の学
生や教員が応答的に反応し，考えを深めていった。ディ
スカッション時には，学生が他者の意見を内在的に捉え，
その意見を自分の意見や考えにプラスして考えられるよ
う，発言時のグループダイナミックスには十分配慮した。
また学生の提出した課題に具体的なコメントや助言を入
れて返すことを繰り返す中で，学生の学ぶモチベーショ
ンを保ち，次回の課題提出時に前回からの学びの深まり
を可視化することができるように工夫した。
⑷　今後の人生や保育の場で活かすことのできる学びと
して，学生の中に定着させるための工夫
　いずれの教員も学生の中に学びを定着させるための工
夫は，いかに教員が学生一人一人のことを「よく見てい
る」かが基本にあるという考えで一致した。ディスカッ
ション時のみならず，グループ活動をしている際の机間
指導や授業前後の雑談等の中で，一人一人の学生の学習
や生活状況等を把握し，教員が学生への理解を深めるこ
とが，学生に深い学びを促すための第一歩となる。
　教員Aの行った工夫は次の通りである。学生が授業を
聞くという受け身の姿勢ではなく，複数人のグループ
ワークを通して，自分の主張ばかりでなく，まずは，相
手を知るということが関係性を深めるためのスタートで
あるということを，普段ともに生活している仲間との活
動から学んで欲しかったため，ともに考えるという活動
を多く取り入れた。活動では，教員はただ活動場面を提
供するだけでなく，教員自身もこの活動を楽しみ，学び
を得なければ成立しない。実際に授業の中で，仲間や教
員と共に考え取り組み，一体感が生まれた空間の中で，
相手を互いに認め合う，良い面を発見し合う，苦手な面
をカバーし合うという関係性のある活動が学びを深めた。
学生たちにとってこれらの活動が，楽しかった授業とし
て深く記憶に残るよう心がけた。また教員自身も，とも
に参加したことで楽しさや一体感，仲間意識を共有する
ことができ，その場に新たな学びを見出すことができた
という。
　教員Bの行った工夫は次の通りである。大学で学んだ
知識や技術，方法を実践の場で活用するためには，活用
できる形で学生の中に定着させる必要がある。したがっ
て，授業で扱う課題やテーマは複数準備し，理念や原則
を様々な場面に対応できるよう幾度も繰り返し活用させ
た。特に，抽象度の高い原則や理念が，いかに現実の実
践場面に活かすことができるかを事例や活動を通して体
感できるようにした。また実践した内容を，原則や理念
に照合しながら省察することで，理念と実践を自由に往
復できる教員（保育者）の養成を意識した。他にも毎回
の授業終わりに，その日の授業内容と関連した発展的な
問いを課題として出した。課題の提出は義務ではないが，
その課題に自発的に取り組むことを通して，自ら学び続
けることのできる保育者（教員）の道を歩んでいく一歩
としたいと考えていた。
⑸　学修の評価
　いずれの教員も，学修の評価は学びのアウトプットと
して表現された，レポート，課題内容，試験，発表内容，
授業ノート等が中心となった。学生の主体的な学びのプ
ロセスを評価する指標を持ち合わせていないことは，ア
クティブ・ラーニングを指向する上で大きな課題と言え
る。
⑹　授業評価及び今後の課題
　いずれの教員も授業に対する今後の課題として挙げた
のは，アクティブ・ラーニングの活動において，不安や
緊張を感じ，自己発揮できない学生がいるということで
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ある。これまでの学習経験における経験不足も要因の一
つと考えられるが，個人の性格や特性から表現すること
を躊躇する学生もいる。学生の心情を理解して，学ぶ楽
しさへつなげていくためには，常に個々の学生の学びの
つまずきを把握する必要がある。また学びのつまずきに
は，単に知識や技術の習得ということだけでなく，緊張
や不安，場合によっては学生の生活全般を含む情緒面へ
のサポートが必要である。したがってアクティブ・ラー
ニングの授業を行う教員自身が，学生の姿をよく「見て」，
グループワークにおける援助者としての役割を果たさな
ければならない。そうでなければディスカッションやグ
ループ活動は，個々人の意見が通り一遍に発表されるだ
けで，お互いの意見の表面的ななぞり合いになってしま
う。他者の意見と自分の意見を誠実なやりとりの中でぶ
つけ合い，折り合わせる中で学びが深まる，そのような
ディスカッションの実践には，教員のグループ活用の力
量が大きく影響する。教員も学生とのディスカッション
の中に入り，感覚を研ぎ澄ませながら学生と対峙するこ
とが求められる。
　アクティブ・ラーニングを指向する授業では，受講す
る学生の履修年次も大きく影響する。実習を経験した学
部３年生を対象とした教員Aは授業に対する評価とし
て，将来に不安があった学生から，保育の現場に出てい
くことへの自信につながったとのコメントをもらい，授
業に一定の意義を感じたという。一方教員Bの受講生は
学部１年生ということもあり，絶対的な知識や経験量が
不足していることに対するジレンマを感じた。専門性を
追求する知識を伝授しようとすると，情報量が多く飽和
状態となり，学生が自ら活用できる学びとすることはで
きない。本来大学の授業は，実践に必要な（最低限の）
知識や技術を得るだけでなく，さらなる学びや専門性の
芽となる広く深い知識の提案が必要である。しかし限ら
れた授業時間の中で実践知を優先した場合には，広く深
い知識の芽となるような仕掛けをすることは困難である。
　さらに２名の教員に共通する大きな課題として，アク
ティブ・ラーニングの授業の評価を，いかなる指標で行
うことが望ましいのかということが挙げられた。主体的
な学びのプロセスの評価は，必ずしも一時点でのアウト
プットとして表現された内容の評価とは一致しない。テ
ストやレポートの内容に反映されない個々人の学びのプ
ロセスを，複数人が受講する授業において公平に評価す
るためには，あらかじめ学びのプロセスを評価する指標
を作成しておく必要がある。
５．まとめ
　アクティブ・ラーニングの本質は，発見学習，問題解
決学習，体験学習，調査学習，教室内でのグループ・ディ
スカッション，ディベート，グループ・ワークによって
得られた知識・技術・方法を，自分の中に取り込み，そ
れを自分の言葉で語ったり，まとめたり，実践したりな
ど表現することによって，さらなる学習の必要性を実感
し，必要な知識・技術・方法を学び，さらに表現すると
いう円環にある。この時，知識・技術・方法は学習者に
とって経験としての学び（主体的な学修・自ら学ぶ力の
修得）となっていることが求められる。インタビューシー
トを基にしたディスカッションより見えてきた課題を，
学生を主体とした際の学びの「Input」「Output」の局面
から整理する（図１）。
【Input部分についての工夫】
　知識・技術・方法を学ぶ際には，実践知や具体事例を
含む内容の方が，学生の学習意欲は高まる。しかし，実
践知ばかりを身につけても，表面的な理解となってしま
うため，実践知に概念や理念を照合しながら，伝えてい
く必要がある。また自発的に学んだ経験が少なく，単に
課題を出しただけでは，深い学びに辿りつくことが難し
い場合には，自発的な学びを促すようなスモールステッ
プの課題に細分化し，自主学習の方法を習得することか
ら始めなければならない。授業における「Input部分」
での具体的な工夫は，①学生が見返しやすい・見返した
くなる資料やノート作りを応援する，②授業内ではシン
プルで分かりやすい説明を心がける，③抽象度の高い概
念（理論）は具体的な場面を活用し，具体化して説明す
る，④本物に触れる（実際の子どもの事例・写真・連絡
帳のやりとり・ドキュメンタリー），⑤学生が身につける
べき大切な内容は，短い期間に繰り返し学ぶ，などが挙
げられる。
【Output部分についての工夫】
　得た知識や技術・方法を活用して，自分の表現をする
ためには，知識・技術・方法が自分の中で経験としての
学びというレベルに深化している必要がある。授業にお
ける「Output部分」での具体的な工夫は，①教員からの
対話的な語りかけにより，ほどよくリラックスし，話し
やすい場の空気を作ること，②与えられたテーマや課題
を，自分（１人）で考える，隣の席の学生（２人）と考
える，グループ（６人）で考える，全体（受講者全員）
で考える，というように重層的な学びの機会をもつこと，
③教員や友人から「褒められる」「認められる」機会を意
図的にもつこと，④グループでの活動（グループでディ
スカッション，何か作業をする）時には，５〜６名を１
グループにすると，グループ活動が活性化すること，④
５名以下のグループでは，対立する意見が生じにくく，
より深いディスカッションの際には，１０名前後で行った
方が集団のダイナミックスを活用しやすいこと，⑤学生
の主体的な表現（発表・語り・まとめ・演じる）のため
に，十分な時間をとること，などが挙げられる。 
－１３－
「相談援助」の授業におけるアクティブ・ラーニングの展開　－－学生の主体的な学びを促す授業改善を目指して－－
【授業全体における工夫】
　アクティブ・ラーニングの展開は，まさに授業を通し
たグループワークの展開といえる。授業を受講する学生
一人一人をメンバーとし，教員をワーカーとする，１５回
（８回）のグループワークを実践していることを改めて
実感した。授業を１５回（８回）のグループワークとす
るならば，「授業内容」は共通のプログラム活動と捉える
ことができる。共通のプログラムを展開する中で，メン
バーである学生一人一人の成長（主体的な学びという目
標）を支える。すなわち，プログラムは，同じように展
開されるが，主体的な学びの深化については，一人一人
修得状況が異なることへの配慮が必要である。さらに目
標は，学生自身が将来に対する希望や自信をもてるよう
になることであり，学生の成長（学生の主体的な学修や
自ら学ぶ力の修得）である。その目標のために，集団で
の学習，個別の学習をいかに効果的かつ計画的に展開し
ていくのかが，求められている。
　本報では，同じ授業を異なる大学で実施している２名
の教員のアクティブ・ラーニングを指向した授業展開の
実態を様々な観点から整理した。授業改善に向けた方策
を提言するところまでには至らなかったが，今後学生の
主体的な学び促すための検討課題は明確になったと考え
られる。それは学生の評価指標や教員の力量形成などの
課題に対応していくこと，そして真のアクティブ・ラー
ニングの実施はまさに大学における授業改革であり，教
員のグループワークを展開する専門性と力量が求められ
ており，その先には授業が学生と教員の協働による学び
の創出の場として機能することを意味していると言える。
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